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大阪支部
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• 支部結成日は？ 全国で何番目？

• 1975（昭和44 ）年12月 日 2番目 山口・大阪・京都

• 過去最高の会員数は？

• 858人 2025年度は、676人

• 研究誌の表紙は？

• 第7 1号 稲 豊 さん

• 第105号 花山 教子 さん

• 第152号 髙田 昌代 さん

• 夏集会は？

• 6回  1973年5月2日・3日 261人 全国手話通訳者会議

• 13回 1980年8月23日～25日 1,970人

• 25回 1992年8月21日～23日 2,500人

• 冬集会は？

• 1回  1985年2月10日・11日  490人

• 17回 2001年2月10日・11日 1,196人

• 30回 2014年2月14日・15日 1,263人

• 全国手話研修センター後援会 会員は？ 2026年3月31日現在

• きこえない人 171人 きこえる人 142人 その他 1人

314人（750人） 41.9%



大阪支部

3第71号 2000年4月
稲 豊 さん



大阪支部
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第105号 2008年10月
花山 教子 さん



大阪支部
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第152号 2020年5月
髙田 昌代 さん



大阪支部

6「５０周年記念誌」 65ページ



大阪支部

7「５０周年記念誌」 65ページ



大阪支部

8「50周年記念誌」 174ページ



大阪支部
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全国の会員からのメッセージ

「50周年記念誌」 190ページ

「ちょっと聞いてよ」 134号 2015年11月 その2

【全通研に対する要望】
手話に関する研究にもう少し取り組んでほしいと思っています。
それと手話通訳者の養成についてですが、養成に対して時間がか
かりすぎています。せめて5年程度で養成できるようなシステムを
つくるべきです。今、手話言語法の制定に向けた運動が本格化し
ていますが、たとえ手話言語法ができても、担う人材がそだてら

れていないのではないかということが非常に気がかりです。

特集「手話言語条例とろう者のくらし」
鳥取県、明石市、石狩市
小中副理事長インタビュー
伊藤正事務局長



大阪支部

10
2001年 858人



歴代会長
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「どんぐりの家」のデッサン
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漫画家 山本 おさむ 氏

1954年 長崎県諫早市（いさはやし）生まれ
1979年 漫画家としてデビュー

「遥かなる甲子園」「わが指のオーケストラ」で評価
「どんぐりの家」で第24回日本漫画家協会優秀賞

第26回博報堂教育特別賞を受賞

1997年 映画「どんぐりの家」が第1回文化庁メディア
芸術祭優秀賞（アニメーション部門）受賞

全通研会員 埼玉支部
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1988（S63）年10月28日
双葉社 全4巻

沖縄県に実在した、風疹のため
の北城ろう学校舞台に、公式の
高校野球にあこがれる少年達が、
幾多の困難を乗り越え硬式野球
部を作り、甲子園を目指すとい
うもの。

1991（H3）年10月28日
秋田書店 全10巻

大正から昭和、激動の時代
に生涯をろう教育（手話）
に捧げた男・高橋潔の感動
の一代記!!
関東大震災 50円50銭
映画「ヒゲの校長」

1993（H5）年9月1日
小学館 全7巻

重複障害を抱えた子どもたちの
懸命に生きてゆく姿を、彼らの
親たちやろう学校の教師など、
子どもたちを取り巻く人々の試
行錯誤を通して描いた、事実に
基づくヒューマン・ドラマ。

「どんぐりの家」のデッサン
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1987（S62）年7月15日 発行 1990（H2）年5月25日 発行 2007（H19）年11月4日 発行

「どんぐりの家」のデッサン



• 「遙かなる甲子園」

「社会的障壁」とは、彼らの妨げる「野球憲章」という制度であり、

彼らをとりまく障害者差別である。 → 諦めない

• 「わが指のオーケストラ」

大阪市立ろう学校が目指した「ろう児(者)が手話をする世界、手話が認められる

世界」が、ろう者自身の運動によって、ろう教育のなかにではなく、社会に出現

したのである。 → 運動によって社会を変える

• 「どんぐりの家」

なぜ「差別」と闘うのか。なぜ「権利」を主張するのか、「人権」とはどういう

ことなのか。 → 基本的人権 一人も取り残さない

15

「どんぐりの家」のデッサン



ろうあ運動 ４本柱
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1977（昭和52）年2月1日  4本柱の大運動 
【1977（昭和52）年12月10日発行】

①自動車運転免許がとれれば 道路交通法第88条第1項第2号の改正を 
「耳がきこえない者又は口がきけない者」与えない 

②ゆたかな社会生活のために聞き、話す伝達保障を
 手話通訳の制度化と身分保障を 

③法治国家で方の差別に泣いている 
前近代的な民法第11条の改正を 

④ろうあ者の活動の拠点、憩いと文化教養、生活訓練の場
 聴覚言語障害者総合センター建設を



ろうあ運動 ４本柱
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ろう運動を権利主体者として出発させた 

1965（昭和40）年11月18日 京都府立聾学校
高等部生徒会が学校行事の写生会（船岡山公園）を拒否
学校に登校して生徒集会を開き、その立場を明らかにするビラを配布

この問題をろうあ者差別として取り上げた京都府ろうあ協会
生徒会とともに一年余り闘いを繰り広げた
これを総括した「3・3声明」を発表 1966（昭和41）年

1966（昭和41）年11月 京都
第1回 全国ろうあ青年研究討論集会（全青研）
分科会で差別事例を協議
討論に集まったろう青年が全国各地の地元に帰り差別問題に取り組む



ろうあ運動 ４本柱
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④聴覚障害者総合センター建設を
・1968（昭和43）年 ベル福祉会館 建物半分使用差し止め
①敷地の問題（売主の法人は自分の福祉事業拡張が目的）
②福祉施設で国の補助金を受ける。（4階以上は分譲マンション）
③建設費の使用不明金あり。（ずさんな経理）
④授産事業として和裁を教えていた。（実質は百貨店の下請け）

・1970（昭和45）年 日本ベル福祉協会 解散

・1990(平成2)年 情報提供施設の法制化
聴覚言語センター機能の創出

・2002(平成14)年 全国手話研修センター設立
手話の拠点(嵯峨嵐山)

2003(平成15)年8月30日 全国手話研修センター開所
・2012(平成24)年 全国手話研修センター後援会の発足

4,086人（2022年度会員数）
・２０２２（令和４）年 20周年記念式典 2023年3月19日



全国手話研修センター
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１ 手話通訳「者・士」現任研修／士試験対策

・手話通訳者現任研修

・手話通訳士試験対策

・手話通訳士現任研修

２ 養成担当講師の連続講座・研修

・手話奉仕員養成担当講師連続講座

・手話通訳者養成担当講師連続講座

・講師ブロック研修会

３ 職員研修

・聴覚障害福祉に関わる職員研修

・聾学校等教職員手話研修

４ テキスト開発・作成

５ 手話の学習

・龍谷大学手話公開講座

・「let’s手話！Ｆorキッズ」

・若年層手話通訳者養成モデル事業

６ 手話検定試験・統一試験

７ 手話言語研究所

８ 後援会
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2002（平成14）年に発足。手話を中心と
したコミュニケーション環境整備のため
の研究・研修施設として全国的に事業展
開を行っています。全国の手話の拠点と
して存在しています。後援会に入会を!!



全通研とは
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１ 名 称：一般社団法人 全国手話通訳問題研究会（全通研＝ぜんつうけん）

全国の仲間と手話のこと、手話通訳のこと、聴覚障害者のことを考える

※全国手話通訳者協会、全国手話研究会、全国ろうあ者問題研究会

２ 現住所：京都府京都市今出川（京都御所の近くに事務所がある）

３ 生まれ：1974（昭和49）年6月3日（2010年に一般社団法人資格取得）

 2024（令和 6）年に満50歳

４ 目 的：聴覚障害者福祉と手話通訳者の社会的地位の向上をめざす

５ 活 動：研究・運動団体

研究＝疑問を持ち、課題を見つけ、多角的に検証する

運動＝市民が民主主義を基礎に、権利意識を自覚し、

あらゆる困難を克服して目標を達成する
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１ 手話やろうあ者問題に関わる全ての人々を呼びかけの対象にした。

２ 基本理念は

(1) ろうあ者の暮らしから学ぶ

(2) ろうあ者集団と共に歩む

(3) ろうあ者の権利を守る手話通訳活動 → 共同の権利主張者

• ものさし → 私たちと同等の権利が保障されているか？

国 民

手話通訳者

聴覚障害者 全通研創立20周年記念
1994（平成6）年
福井県丸岡町 村中定夫氏

全通研とは
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①全通研

・定款 第5条

「本会は、手話及び手話通訳、ならびに聴覚障害者問題についての学習・研究活
動を行い、手話にかかわる人々の組織化を図るとともに、一般財団法人全日本ろう
あ連盟の運動をはじめとする聴覚障害者運動と連帯し、もって聴覚障害者と手話通
訳者の社会的地位の向上をめざすことを目的とする」

②手話学習会「みみずく」 1963年 京都 日本で最初の手話サークル

「手話を学んでろう者のよき友となり、共に手をつないで差別や偏見のない社会を
実現するために努力する。そのために必要な学習や事業を行うこと。

③大阪支部や自分の所属する手話サークルの目的は

全通研とは
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１ 全都道府県に支部がある

２ 活動の中心は

(1)手話サークル

(2)地域班

(3)支部 ちば通研（千葉県手話通訳問題研究会）

(4)関東 関東手話通訳問題研究会

(5)全国 全国手話通訳問題研究会

（全通研＝ぜんつうけん）

３ 手話サークルとの違いは

(1) 全日本ろうあ連盟と協働活動を行っている

(2) 全国の仲間との交流・情報交換

(3) ろうあ者の暮らしから考え、より良い生活を求めて運動を進める

根っこは同じ。手話を学んだきこえる人たち
が、聴覚障害者を支えながら初めに立ち上げた
のが、手話サークルです。
手話サークルは地元のろう団体と協力し、手

話に関する事、聴覚障害者に関すること、行政
との交渉など、さまざまな活動をそれぞれの地
域で担ってきました。しかし、活動が広がるに
つれ、地域だけでは取り組めない問題、一つの
手話サークル、一人だけでは解決できない問題
があります。
そのため、全国の手話に関わる人たちが、問

題を解決するための全国組織を立ち上げました。

全通研とは
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会員になれば（手話・聴覚障害者問題に関心があればどなたでも入会できます）

１ 全国
(1)夏集会（参加費会員扱い）
(2)研究誌（年4回発行）・会報
(3)Web学習会（会員無料）

２ 関東
（1）関東集会（参加費会員扱い）
（2）学習会（支部相互乗り入れあり）

３ 千葉
(1) 「ちば通研だより」毎月1回発行
(2) 集会・講座Ⅰ・Ⅱ・地区講座・

 講師派遣学習会（参加費無料）
(3) 専門班学習会

全通研とは



ちば通研の会費

1万円会費
本部から1,500円 支部会費として2,000円
実質 3,500円＋書籍売上などで運営

支出
関東通研 1人100円
地域班助成 1人300円
会議費（会場・旅費・通信）
ちば通研だより印刷・郵送
事業費（各行事）
消耗品（紙・袋）
事務所経費
通信費 などなど
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全通研とは



•長期ビジョンの作成
 これまでは10年間（2005年～2014年 2015年～2024年）
 社会情勢がめまぐるしい。10年間だと見通しがたたない
 全通研ビジョン2030年 今後6年間の中期計画

•スローガン
 きわめる、たかめる、はたらきかける
 つながる、たかめる、はたらきかける ⇒ きわめる

•課題
１ 高齢化や会員減
２ 事業の見直し（講座と分科会、本部と支部の関係）
３ 担い手の育成

27

これからの全通研



• 「雇用されている手話通訳者の労働と健康についての実態調査」
• 2025（R 7）年は、第8回目の調査を実施。
• 厚生労働省
令和7年度障害者総合福祉推進事業

• 2025(R 7)年の調査から
(1)対象者 2053人 回答者 1427人 回答率 69．5％
(2)平均年齢 57.2歳 2020年 54.4歳 1990年 37歳
(3)近年の手話に関わる法整備等に伴う業務の増加が手話通訳者の健康に影響を与え
 ている。身体的負担に加え、相談支援や緊急対応に伴う心理的負担も指摘。

(4)若年層が育ちにくい養成のしくみ、自治体ごとの差が大きい業務内容や人員配置、
 社会的評価や処遇の問題は、長年にわたり改善されていない。

(5)手話通訳者が健康に働ける環境について検討する。

頸肩腕障害の患者がなくならない 働く職場の環境整備
今後、実施される調査に協力を

28

全通研とは
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目的 日本の手話通訳制度について調査・研究する。

これまで理事会にて「手話通訳制度」についての議論が不足していた。手話通訳制度の
現状を把握し、課題を整理してその解決に向けて具体的な方策を打ち出すことが必要。

2024年度実施していた事業は一旦休止して、上記の課題に集中していく。

「雇用された手話通訳者の労働と健康についての実態調査」の調査のまとめや
この研究委員会の検討内容を踏まえる。

次年度の事業に反映させて実践する。

【趣旨】
日本の手話通訳制度の進展が見られていない現状を踏まえ、聴覚障害者福祉と手話通訳者の社会的地位の向
上を目的とする本会として、手話通訳制度の抜本的改善を目指す観点から、学識経験者の専門的知見を取り入
れることにより同制度の現状と課題について調査研究機能の強化を図り、理事会のもとに、手話通訳制度調査
研究委員会を設置する。

これからの全通研
手話通訳制度調査研究委員会
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第1回会議 2026（R8）年3月29日に開催

メンバー（五十音順）
飯田 奈美子（立命館大学専門研究員）
江原 こう平（国立障害者リハビリテーションセンター学院 手話通訳学科教官）
門倉 美樹子（白山市役所職員）
木下 武徳 （立教大学教授）
米野 規子 （一般社団法人全国手話通訳問題研究会事務局長）
近藤 幸一 （一般社団法人全国手話通訳問題研究会副会長）
志藤 修史 （大谷大学教授）
垰田 和史 （びわこリハビリテーション専門職大学客員教授）
間舩 博 （一般社団法人全国手話通訳問題研究会研究活動推進部次長）
宮澤 典子 （一般社団法人全国手話通訳問題研究会副会長）

事務局
伊藤正、伊藤利明、小野尾一秀、森川美恵子、宥免千英子

これからの全通研
手話通訳制度調査研究委員会



ともにがんばろう!!
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ひとりのちいさな手 ひとりで歩く道

何もできないけど 遠くてつらいけど

それでもみんなの手と手をあわせれば それでもみんなの足踏み響かせば

何かできる何かできる 楽しくなる長い道も

ひとりのちいさな目 ひとりの人間は

何も見えないけど とても弱いけど

それでもみんなの瞳で見つめれば それでもみんながみんなが集まれば

何か見える何か見える 強くなれる強くなれる

それでもみんながみんなが集まれば

ひとりのちいさな声 強くなれる強くなれる

何も言えないけど

それでもみんなの声が集まれば

何か言える何か言える 本田路津子 一人の手 歌詞&動画視聴 - 歌ネット

ひとりのちいさな手 本田路律子

https://www.uta-net.com/movie/296283/
https://www.uta-net.com/movie/296283/
https://www.uta-net.com/movie/296283/
https://www.uta-net.com/movie/296283/
https://www.uta-net.com/movie/296283/
https://www.uta-net.com/movie/296283/
https://www.uta-net.com/movie/296283/


いっしょに前に進もう
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税込1,100円


	スライド 1: 大阪市立中央会館　ホール  一般社団法人　全国手話通訳問題研究会 会　長　　　渡　辺　正　夫
	スライド 2: 大阪支部
	スライド 3: 大阪支部
	スライド 4: 大阪支部
	スライド 5: 大阪支部
	スライド 6: 大阪支部
	スライド 7: 大阪支部
	スライド 8: 大阪支部
	スライド 9: 大阪支部
	スライド 10: 大阪支部
	スライド 11: 　　　　歴代会長
	スライド 12: 「どんぐりの家」のデッサン
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16: ろうあ運動　４本柱
	スライド 17: ろうあ運動　４本柱
	スライド 18: ろうあ運動　４本柱
	スライド 19: 全国手話研修センター
	スライド 20
	スライド 21: 全通研とは
	スライド 22: 全通研とは
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28: 全通研とは
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31: ともにがんばろう!!
	スライド 32
	スライド 33: いっしょに前に進もう

